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▶自動車侵入検知装置 
 三井寺駅付近の併用軌道と専用軌道（専用敷地
内に設置した線路）の境界から自動車が誤って専
用軌道に侵入したとき、接近する列車を緊急に停
止させるための装置を設置しています。 

あわせて、自動車の進行方向を矢印灯で表示
し、ドライバーに注意を促しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．駅の安全性向上 
（1）ホームの安全対策 
▶列車接近表示装置 

お客さまに列車の接近をお知らせします。
2023 年度末時点で京阪線全駅、大津線6 駅
（御陵駅を除く）に設置しています。 
 
 
 
 
 
 
▶ITV（監視用テレビ装置） 
 乗務員が直接お客さまの乗降の様子を確認しづ
らい箇所には、監視カメラを設置し、安全確認を
行います。2023 年度末時点で京阪線全駅、大津
線6 駅に設置しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

▶戸閉合図装置 
 駅係員が車掌に列車の扉を閉めるタイミング
を知らせ、扉事故を防止する装置です。2023
年度末時点で京阪線14 駅に設置しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢印灯 

自動車侵入検知装置 
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▶ホーム異常通報装置 
 お客さまがホームから軌道上
に転落された場合など、列車を
停止させなければならない事態
が生じたとき、ホーム上に設置
した非常通報ボタンを押すと、
乗務員および駅係員に特殊信号
発光機(大津線、警報灯)や警報
ランプ、警報サイレンで異常を
知らせ、事故を未然に防止する
装置で全駅（御陵駅を除く）に
設置しています。  
▶内方線 

目の不自由なお客さまにホームの内側がどちら
かをお知らせするブロック（線上の突起）で、全
駅に設置しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
▶ホーム足下灯 
 ホームと車両の隙間の大きい箇所には乗降時
のお客さまに点滅して注意喚起するLED 照明設
備を設置しています。2023 年度末時点で北浜
駅２番線、京橋駅２番線、光善寺駅１番線、枚
方市駅３・５番線、御殿山駅２番線、石清水八
幡宮駅３番線、中書島駅２・４番線、六地蔵駅
２番線、黄檗駅１・２番線、京阪膳所駅上下線
に設置しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▶注意喚起シート 
お客さまに視覚的、心理的にホーム端部の危険

性を訴え、ホームからの転落および列車との接触
を防止するシートです。2023 年度末時点で淀屋
橋駅1･3･4 番線、北浜駅1･2 番線、森小路駅1
番線、萱島駅2 番線、寝屋川市駅1 番線、光善
寺駅1・2番線、中書島駅2 番線、ᇸ園四条駅
1・2 番線、京阪膳所駅上下線に設置していま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
▶CP ライン（注） 

ホームの端部を明示することで、お客さまのホ
ーム通行時における安全性を向上するとともに、
車掌が列車の扉を閉める際、お客さまの乗降状態
を視認しやすくすることを目的に設置していま
す。2024年度中に淀屋橋駅・中之島駅～萱島駅
間の駅に設置する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）ＣＰとは、「Color Psychology（色彩心
理）」の略で、 人が危険と感じる度合いが高い色
彩を用いてライン を引くことにより、視覚的・
心理的にホーム端部の 危険性に対して注意喚起
を行うものです。 

非常通報ボタン 
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▶くし状ゴム 
ホームと車両の隙間の大きい箇所に設置し、隙

間を小さくしています。2023 年度末時点で京橋
駅1・2番線、枚方市駅3・4 番線、黄檗駅2 番
線、京阪膳所駅上下線に設置しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▶ホーム転落検知装置 
 お客さまがホームから軌道上に転落された場合
など、ホーム下軌道内に設置した検知マットが検
知すると、乗務員および駅係員に警報ランプや警
報サイレンなどで異常を知らせ、事故を未然に防
止する装置です。2023 年度末時点で光善寺駅1
番線、石清水八幡宮駅3 番線、中書島駅２・４
番線、六地蔵駅2 番線、黄檗駅１・2 番線、京阪
膳所駅上下線に設置しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▶ホーム下待避スペース・ステップ 
 お客さまが軌道内に転落した場合に安全が確保
できる待避スペースや、ホームへ上がるためのス
テップを設けています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▶ホーム注意喚起放送 

ホームと車両の隙間からの転落や閉扉時の事故
を防止するため、一部の駅では列車のホーム進入
時および閉扉時に自動音声による注意喚起放送を
実施しています。2023 年度末時点で大和田駅２
番線、光善寺駅１・2 番線、御殿山駅2 番線、橋
本駅１・２番線で実施しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ 

ホーム下待避スペース 
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▶ホームドア 
お客さまのホームからの転落や列車との接触事

故を防止するため,ホームドア（大開口腰高式）
を2021年度以降、京橋駅1・2番線と枚方市駅
3・4番線に設置しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）キャンペーン・運動 
▶「駅ホームでの声かけ･見守り促進」  

キャンペーン、「声かけ･サポート」運動  
国土交通省、鉄道事業者などが連携した「駅ホ

ームでの声かけ・見守り促進」キャンペーンや、
全国の鉄道事業者等と連携して「声かけ・サポー
ト」運動に参加し、お客さまが安心して安全に駅
などの施設をご利用いただけるよう、お客さま同
士のお声かけなどの助け合いへのご協力を呼びか
けています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▶「エスカレーターの安全利用」 

キャンペーン「エスカレーター歩かず立ち止
まろう」 

全国の鉄道事業者、空港施設、商業施設、自治
体と共同で、エスカレーターの安全利用を呼びか
けるキャンペーンを実施しました。 

全てのお客さまが安心してエスカレーターをご
利用できるよう、「歩かずに立ち止まろう」「手す
りにつかまろう」などを呼びかけています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 


